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医学部生アルバイトの皆様
新しいアルバイトの方も
随時募集してます！

分子局在を定量的にナノスケールで可視化する技術
と、遺伝子工学的に神経回路を同定し活動操作する
技術を基盤に、脳の動作原理と多様な行動様式決定
の神経メカニズムに迫る。

「シナプス伝達」
「興奮性制御」の
分子反応速度論的な理解

http://jonlieffmd.com/blog/complexity-in-
searching-for-the-neural-code

「情動」「記憶」に
基いて「価値判断」

担う
神経回路の同定

多様な行動様式の
神経メカニズム

１．生理現象のダイナミズムを定量的な分子発現情報から理解する
２．多様な行動様式の脳内メカニズムを解明する

定量的な分子局在や超微細形態情報から
生体内で起きている生理現象のダイナミズムを理解する。

「変化するシナプス、神経細胞、神経回路の同定と機能解析」
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多様性・共通性

脳が持つ多様な機能にはどの領域・神経回路が関わるのか？
→ 「責任回路」の同定

基盤とする研究手法
１．脳内状態を組織学的に可視化する技術

遺伝子発現
タンパク質
超微形態（3次元構造解析）
神経回路

２．脳（神経細胞・回路の活動）を操作する技術
遺伝子導入（ウィルスベクター・電気穿孔法）
遺伝子編集（CRISPR/Cas9）
光遺伝学（チャネルロドプシン）

３．動物行動実験
刺激提示（視覚・嗅覚・痛覚・絶水）
条件付け学習課題
行動選択課題

1 mm

1) 自閉症モデルNLG3-R451Cマウスのシナプスに新たなシナプス異常を発見した。
2) NLG3-KOマウスには同様なシナプス異常は見いだせなかった。
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電子顕微鏡を用いた脳内微細構造解析による業績

研究・アルバイトに興味を持った方、質問のある方は、研究棟1階 第２解剖 図書集会室までお気軽にお越しください

誘引行動・忌避行動に関与する新たな神経細胞群を同定した。

脳形態機能学分野(解剖学2)の紹介

神経回路同定に関する業績


